
（様式２）

議員行政視察報告書

議 員 名 松田 卓也

視 察 地 愛知県

視察年月日 令和 6 年１月 16 日

視察内容（目的・具体的内容・成果等）

愛知県新体育館建設について

愛知県にて、愛知県新体育館建設についての取組および運営計画等を調査してきまし

た。

愛知県体育館は、1964 年に建設され大相撲名古屋場所の開催などを通じ多くの方々に

親しまれている施設であるが、近年施設の老朽化に伴い規模や機能が国際水準に満たな

くなり、次回の 2026 年アジア大会を開催できるよう整備を進めてきました。

・コンセプトとして

愛知県体育館が積み重ねてきた伝統を継承した愛知・名古屋のシンボルとなる施設を

との事で五つのイメージをもって構想を立てた。

・事業仕法について

ＰＦＩ手法ＢＴコンセッション方式を採用している。ＢＴは設計から建設までを担当

し、コンセッション方式は維持管理運営を担当する二つに分かれ、担当を決めて進めて

いく方法を取っている。

・本市においての課題

ＢＴコンセッション方式は、大都市では可能かも知れませんが、旭川市に於いては運

営費の問題、建設費から算出される利用料から考えると、かなり利用者が限定される。

又興業などをどの様に誘致し又ＰＲしての集客などを考えるとかなり課題が多すぎる

と思いました。



  （様式２） 

議員行政視察報告書 
 

  議 員 名 松田 卓也 

  視 察 地 三重県伊勢市 

  視察年月日 令和 6年 1月 17日 

  視察内容（目的・具体的内容・成果等） 

バリアフリー観光について 

 

伊勢市では、多様な主体を受入れるユニバーサルツーリズムを推進する上で、ハード

面での施設整備のほか、地域一帯でのソフト面のバリアフリー対応環境を整えて行くた

め、さまざまな取り組みを行っている。 

・観光事業の取組について 

おもな観光エリアは伊勢神宮を中心に、内宮、外宮、二見、朝熊山、河崎エリアに分

かれている。観光客は伊勢神宮に多く見られ、その事による参拝者と観光客の宿泊者数

はある程度比例している。 

・バリアフリー観光の取組 

伊勢おもてなしヘルパーは伊勢志摩観光をする時に有償ではあるが障がい者や、高齢

者が安心して観光出来るサービスを展開している。バリアフリー情報を発信していて自

分が必要としているバリアフリーを選択すると、地図に行きたい箇所に印が付き、行き

たい箇所が表示され情報をもとに観光が出来るシステムがありました。 

・本市においては 

旭山動物園などの観光地をはじめ観光する箇所が沢山ある事。又飲食を含めショッピ

ング等で利用できる情報も本市でも取り入れたら、今後において障がい者や高齢者の観

光客の誘致にも役立つとおもわれる。 

 



  （様式２） 

議員行政視察報告書 
 

  議 員 名 松田 卓也 

  視 察 地 三重県津市 

  視察年月日 令和 6 年 1 月 18 日 

  視察内容（目的・具体的内容・成果等） 

サオリーナ建設について 

 

津市の体育館は、津市の新たなスポーツとコンベンション施設として津市産業・スポ

ーツセンターを目的に設立しました。 

 メインアリーナ、トレーニングルーム、プール、フィットネススタジオ、サブアリー

ナ、見学広場、屋上広場のあるサオリ―ナ。弓道場のある武道館。ギャラリー、特別会

議室、研修室のあるメッセウイング・みえで構成されている。 

・運営方法について 

個人利用については、毎月広報誌や、津市産業・スポーツセンターのホームページに

掲載されているのをみて個人利用をしている。又、専用使用申請手続きは、大規模催事、

大会、行政が行う公益性の高い事業については 3 年前から、中規模催事、大会、産業ス

ポーツなど施設に合致する公益性の高い事業は 2 年前から、スポーツ振興団体加盟団体

等の事業は 1 年前から、通常の利用受付は 6 か月前からの使用申請受け付けが出来る方

法を取っている。 

・本市においての運営について 

本市の規模を考えると環境が似ていることから、体育館建設運営方法は、参考になり

ました。特に注目する点は、ＭＩＺＵＮＯとの運営により色々な行事が提案されること

により稼働率アップを図り、また市民とアスリートとのかかわりを持つことにより市民

のスポーツにより健康生きがい作りを進めていることであり、参考になりました 


